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六ヶ所再処理工場の水素爆発を想定する機器において水素爆発が発生した場合の燃焼挙動、機器健全性等

の把握を目的とした網羅的な解析・試験を実施している。本報告では、水平に接続された大型円筒槽の試

験結果と解析結果を比較し考察する。 
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1. 緒言 

機器内で発生する水素爆発の燃焼挙動の調査として、内部構造物をもつ 2 つの大型円筒槽が水平に接続

された系を対象に試験と解析を比較した結果を報告する。 

2. 試験と解析の比較 

2-1. 圧力比較 

図 1 に試験及び解析で用いた体系を示す。本系統を円筒槽 A、円

筒槽 B 及びオーバーフロー配管の 3 つの領域に分割し、最大圧力を

比較した。試験では、全ての気相部を 12 vol%の水素-空気混合気で満

たし、100 mJ で放電着火し圧力等を測定した。解析では、試験と同

じ初期条件で燃焼した場合の圧力等を算出した。図 2 及び図 3 に円

筒槽 A 及び円筒槽 B の圧力時刻歴の比較結果を示す。試験と解析で

は、解析の方の最大圧力が高い値を示しており、実現象の最大圧力

を包絡できることを確認した。また、オーバーフロー配管における

圧力時刻歴についても解析で試験結果を再現できていることを確認

した。 

2-2. 健全性比較 

試験において発生したひずみは全て弾性域であった。また、燃焼

解析により得られた圧力時刻暦を用いた構造解析において得られた

ひずみも破断ひずみにはいたらず、試験と解析のいずれにおいても

水素爆発が発生しても本体系の健全性を確認した。 

3. 結論 

大型容器であっても、解析で得られる圧力は実現象である試験結

果の最大圧力を包絡でき、燃焼解析で得られる圧力を用いた構造解

析では実現象よりも厳しい条件で健全性を評価できることを確認した。 
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図 1．試験、解析体系

 

図 2．円筒槽 A 圧力比較結果

 
 

図 3．円筒槽 B 圧力比較結果
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